








































































ベレリン溶液中で培養さ ，遺伝子生産物 mRNA にも増加するという

ことである。

DNA組換え法を用いる植物ウイルス迅速診断法を開発している。この仕事は国のバイテクプロ

グラムの支持を得て進められている。このアプローチ すでに示されている。アデレー

ド大学のグループは以前に園芸研究部と共同して，アボカド sunblotch(日焼け）病ウイロイドの

存在に対してアボカド樹を迅速に選別する相補DNA分子試験法の開発に成功した。この方法は

新導入アボカド品種の検疫に必要な時間を数年から数日に短縮した。これは多分DNA組換え

を農業に応用した最も早い例の一つである。

部における最近の発見，植物細胞の遺伝的区分ー核，クロロプラスト，ミトコンドリアーは DNA

配列相同性を持っている，これらの部分の相互作用の理解とそれらの遺伝子操作に対する可能性

を変えた。

ころで昆虫学部は他の形の遺伝子操作を用いてsheepblowfly (羊クロバエ）の防除の研究を続け

ている。当部の生態学者，遺伝学者，生理学者のチームは野生群に致死因子を持ちこむ遺伝的に

変えられたクロバエの放飼により羊クロバエを防除しようという大規模野外実験の準備を終っ

Valleyの250km2以上の地域で実

施される。

iー今や，致死因子がハエ数に及ぼす効果を測る標準クロバエトラップで捕えたハエの数を数える

準備が整った。捕獲数は種々の環境要因に影響を受ける。また毎日とれるハエの数は直接ハエ個

体の大きさを反映しない。しかしながら，温度，風速，相対湿度，太陽放射などの要因の相対的

な寄与度は測定されており，ハエ個体群の大きさの真の変化を予測する直線式に組み込まれてい

る。

集水域，土壌及び侵食

21ーオーストラリアにおいて，農業・林業の実施が土地に何か望ましくない副次効果をもつこと

がある。急斜面の広範囲の林木の伐採は土壌の安定性を損ない，ひどい侵食を引き起こす：かん

がいを繰り返すと植物の生育に有害なように土壌構造と塩性度を変える。数部にわたる当学系の

プロジェクトはこれらの問題の原因と対策を研究している。

22一植物産業部は原生種の草地及び森林群落の生態学における水利用を研究している。この研究

を拡大すると自然植生を外来草地と森林で置き換えたことによるニューサウスウェールズ小卜1の

Shoalhaven川の流水量の減少を予測するシュミレーションモデルができる。

23一水土地資源部は他の数機関と共同で国立土壌保全プログラムの財政的支持の下に，皆伐と残
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限される。もう 1つのミニマムティリジプロジェクトは熱帯作物草地部がノーザンテリトリー

(NT)のKatherineで実施している。当部は NTの一次生産省と協力して，一連の無耕うんプ

ランターを評価し，マメ科を基礎にし応農業生産システムに用いて最も有効な 1機種を選定した。

このプロジェクトは穀粒と牛生産システムに統合され，受食性の高い土壌の保護と窒素施用量を

減らすことに役立っている。

26--NSWのWhittonで．か ンターは側方走行型かんがい機でオーストラリア

く用いられている回転センターピボット（中心軸）型かんがい機を置き換える実験を行っている。

センターピボットンステムは多くのオーストラリアのかんがい上壌で問題を起こしている。それ

はピボットの端末ガン（噴霧口）の大きい散水速度のために過剰流去水，土壌劣化，侵食が起こ

るからである。

アクアリウス（水がめ）プロジェクトと火

27ー林業研究部は野火 (bushfire)の性状と，その防止のために大型空中タンカーを利用する可

能性について研究を実施している。 1983年西オーストラリアにおいて， CSIRO鉱物物理部が開発

した高分解能赤外空中探査装置が野火の探知，作図，性状識別に大変有用であることがわかった。

この研究は以前に野火進行のモデルと考えられていたものが，強烈火 (highintensity fires)の延

ひどく過小評価しており，また局部火 (spotfires)の動きが主要火 (mainfire)によっ

て大きく変えられるため．消防隊員達に主要火の危険性が明らかでないことを示し
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28-1984年の初め， Aquariusと名付けられた，大型空中タンカーによる森林火災 (bushfire)消

防研究がビクトリア州で実施された。それが行われた夏は例外的に湿潤で，強烈火についてのデ

ータが十分にとれなかった。結果は今検討中で，このプロジェクトを今後どうするか決まってい

ない。

29ー長い間，林業研究部は地上又は付近の細燃物の森林火災の動きに対する寄与について研究し

てきた。落枝・幹及び落葉のような細燃物は森林火災の延焼に重要な影響を及ぼす。それで森林

での計画的な燃焼は落葉の蓄積を減らし，火災害を減少させる。当部は特定の森林についての蓄

積落葉の安定状態量と分解特性が与えられた時に細燃物が“臨界量”に達し，計画燃焼が必要で

ある時期を予察するシステムを開発し

30一弱い計画燃焼か強い野火であるかを問わず，森林の燃焼において問題になるのは養分が空中

に移行し，従って森林から失われるのではないかということである。ある種の養分（窒素，リン，

カリ，マグネシウム，マンガン，硼素）は揮散で失われるc またこれらのもの及び他のものはま

い灰に再配分されて，煙の柱の中を上昇し，遠方まで運ばれて落下する。林業研究部の火

による養分脱出と自然過程による投入の測定例は，亜高山ユーカリ林において， 1回の計画燃焼

で空中へ失われる窒素を回復するために 10~12年を要し，リンを回復するには 20年を要するこ

とを示している。

31一野生生物牧野研究部と植物産業部は共に野火に典味を持っている。最近設定された研究プロ

グラムにおいて，野生生物研究部は北部連邦直轄地 (NT)の保全委員会と共同して，燃焼頻度と

の関係で乾燥地植物群落の生態を研究している。研究者達は人工衛星映像を利用して？いろいろ

の地域で発生した火災の継続時間の長さを決めるシステムを開発するであろう。それは北部直轄

地における自然及び人工火災の結果を予察するためのものである。植物産業部は火災に対するユ

ーカリの栄養及び繁殖反応，及び長期間燃焼又は無燃焼のニューサウスウェールズ州 (NSW)の

南部テーブルランドのユーカリ群落への原住及び野生動物による採食の効果を理解すべく研究し

ている。この仕事は国立公園管理者達に非常に有用な火災と有害生物管理についての情報を提供

している。

環境

32 a一学系の多くの研究グループがオーストラリアの環境の基本的研究を実施している。これは

広範な一般調査から特殊な問題の研究にまで及んでいる。

bー熱帯作物草地部は熱帯オーストラリアの自生牧草地退化の状況を研究している。この重要な

問題は過放牧から起こり，現在の病害根絶計画のために牛の放牧地がより制限されたことにより

加速されているようである。自生牧草地はクインスランド小卜I,北部連邦直轄地，西オーストラリ
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33ー野生生物牧野研究部は南オーストラリアの半乾燥牧野における放牧の実際を調べるためにラ

ンドサット衛星の映像を用いている。この仕事は南オーストラリア牧畜局と共同で実施されてお

り會この地域の将来の管理法を決める基礎を提供しようとするものである。この部はまたオース

トラリアの水鳥類の調査に 4つの州の野生生物保護庁と共同しており，最近，北部直轄地区の

Kakadu国立公園の動物相の調査

いての決定に用いられるであろう。

した。この両プロジェクトからの情報は管理と保全につ

34一これらの外に，この部はカンガルー頭数の空中調査をしている，それはカンガルー淘汰にお

ける群集解析(communitydebate)に用いるべき確かな情報を提供するためで,NSW国立公園・

野生生物サービスと州のカンガルー淘汰計画に経済的，行政的に影響する調査と共同して実施し

ている。南オーストラリア州の国立公園・野生生物サービスに協力して，カンガルー島の Tammar

Wallabyの頭数動態についてもこの仕事が実施さ孔ている。研究者達はまもなくワラビーの自動

無線追跡及び生理測定コンピューター結合システムを使えるだろうと思っている。

35ーこの部が西オーストラリアで始めた特に興味あるプロジェクトは，ある地域の原動・植物相

の保全に対して，自然保留地として令土地開拓により分離された自然植生の“島”が十分か，又

はそうでないかについて基本的情報を提供するであろう。もう一つの人間活動の自然環境に及ぼ

す効果の研究がNSW, クインスランド，南オーストラリアに隣接する dingo(野犬）柵の両側で

実施されている。これは柵が捕食者／餌動物関係，草食動物の干渉，従って植生そのものに如何

なる影響を及ぼすかをみようとするものである。

36ー植物産業部の Kosciusko国立公園の種の数が多い，亜高山林地及び草地の研究は植物の種の

数は 6年間に野火も自生，野生動物による採食もない場合7%増加し，野火なし，採食ありの場

．及び野火・採食ありの場合はそれぞれ12%から 23%減少することを明らかにした。

37 aー水土地資源部は環境研究に関する 2つのコンピューターを用いるシステムを開発した。そ

の 1つBIOCLIMは植物・動物相調査局と共同で始めたもので，ある植物相及び／または動物相

の特定要素が見出されるような気候条件を示し，それらの動・植物の分布の可能性を予知するも

-34-



のである。このプログラム 関係する りでなく， y 

}
j
 

9,~ るものである。

bー第 2のより野心的なシステムは

mation Systemである。このシステム

the Australian Envir叩 mental

壽植物分布記録，

がた

lntor-

ンピュ

、ーターデータベース いて 土壌，地質，

データのすべてを統合しようとするものである。この結果は，環境の邸を解析，分類し．オー

トラリアの保全システムにおける下位代表型を同定するシステムである。 AEGISはオーストラ

リア遺伝委員会との共同で開発されている。その初期段階において．これは広範囲の環境的，

物地理学的疑問に適切な回答を与え得る強力且つフレキシブルなシステムであることが示された

が，現在までのところ，そのシステムを維持すべき本拠地と十分な財源が見当らないのである。

c―この部でけ上記の広範な研究と同様に， Tianjara陸軍演習場

公園に含まれている）の自然環境の総合調査を行い，その地域

NSWのMorton国立

することの

ンパクト ついての情報を提供しようとしている。

38ー降雨林の保全か開発かという問題は屡々新聞種になるが，林業研究部と野生生物牧野研究部

はクインスランド北部のアサートン付近で林冠内での物理的環境，その主要条件に対する樹木の

生長反応，林内の鳥類，哺乳類の微小生息域優先選択，伐採作業による種の危険性，

類の花粉，種子拡散，従って森林再生に果す役割を測定する共同研究を実施している。現在この

研究に新しい価値ある設備が利用できる。二つの 30mの高さの塔がオーストラリア

の援助で建てられたが，これにより林冠に接近可能になっ

ので国際的興味を呼び起こし

こういった設備はあまり例がない

39ー降雨林開発のみが論争を巻き起こした唯一の森林生態系というわけではない。 NSWの南東

部で常緑硬葉林の木材パルプのための伐採が屡々問題になった。野生生物牧野研究部はそういう

作業に直面した樹上生活有袋類の保護の確実な基礎を与えた。何故ならば調査者たちは，有袋類

の非常に大きな多様性と多数性が（デボン紀層の貫入のために）主要養分の高い可給度をもつ土

壌と 1種またはそれ以上の“ペパーミント＇＇種ユーカリ

さい地域内でおきていることを発見したからである。ア

協力によって実施された。

によって特徴づけられる比較的小

はNSWの森林委員会との密接な

40ーオーストラリアにおける樹木のもう一つの脅威は "dieback"胴枯れ病として知られる地方の

樹木の症候群で．これもまた関心を呼び起こしている。昆虫学部は最近．田園地帯におけるユー

カリの活着と再生に及ぽす昆虫の衝撃について研究を開始した。テーブルランド草地のユーカリ

の多数の昆虫害のコントロールおける天候令天敵，樹木の反応の役割が， 10年以上に渡っ

されることになるであろう。
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41一土壌部はオーストラリア採鉱産業研究協会と共同で採鉱跡荒廃地の再植生における内生菌根

菌の役割を調べた。この研究において他のいろいろの事柄と共に鉱山地域の自然生態系の多くの

植物は共生的菌根菌と連携していることが発見された。再植生鉱山荒廃地への菌類の再侵入はき

わめて遅く，連携菌のないまま植物が再生することになる。ただしこの過程は新鮮表土を加えて

やることにより顕著に促進される。菌には様々の菌株があり，あるものは他の菌株に比べて植物

はるかに有効である：ある菌株は潜在的に毒性のある要素に対しフィルターとして働

くものであるらしい。

42-―これまで述べてきた本学系の活動例についてのより詳細な情報は，それぞれ関係部より入手

することが出来る。大ていの部は年報あるいは 2年報を出し，それぞれの研究プログラムと成果

を総合的に説明している。
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ガス

柄断面より滲出し始める

問の圧力をよむ。

8
 

， 
エアーズロックの日没、

夕暮シルエットになって

いた岩山が、日没の前後数

分間だけ赤く燃え上がる。
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いで維持されている、つま
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風景は自然と極度の人工の

産物である n
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